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第８４号（２面）２０１２年２月２３日


発行:調布九条の会「憲法ひろば」


E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp　WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html





****************************************************************








交流コーナー





 ◆市内の九条の 


 会の情報をお寄


 せ下さい


▼Ｅメール


 choufu9jou@yahoo.co.jp





▼郵送 〶182-0025


 　調布市多摩川６-12-６ 


 　　　　　　  鈴木気付











　◆･･エネルギー問題の議論の積み重ねがあるドイツの話なので、久しぶりに参加しました。


結果ではなく、何が議論され、どのように変化していったのかが丁寧に示されて、分かりやすかったです。日本原発事故を最も教訓としたのがドイツというのもさすが。事故後一年近く経つ日本は、今もって何も学んでいないし、国民へはおろか世界に対しても責任を感じていないのではないかと思われてなりません。先ずはさまざまな議論を活発に起こしていかなければなりませんね。（稲城市・平子千代美）


　◆･･いろいろな例をあげて話されたのを、たいへん興味深く受け止めました。ドイツ人は自分の生活を守るということにこだわる国民だと思います。森を大切にする、森を自分の生活の中に取り入れることからも、それが実感できました。遺跡でも、戦争中に破壊されたものを復活するため、壊れた物を丹念に集めて作り直す作業は、日本では考えられないことでした。森を大切にするのは　人間に有益だからで、原発の悪影響を排除する精神と根は同じだと思います。学ぶべきことがあると思いました。（小島町・関口暢子）


　◆･･柄谷行人氏の『倫理21』をもう一度じっくり読み直そう思っています。国や地方行政の官吏の倫理観の欠如を思い知らされている毎日ですから。（国領町・西村美知子）


　◆･･ドイツの事情がよく分かりました。「自然」を大切にするドイツの精神が、伝統的な保守と進歩的な層を含め、脱原発へ向かう力となるということに納得しました。それに比べて日本のムラは・・・。大切なことは何か（もちろん「いのち」）考えてもらいたいです。（多摩川・林飛鳥）


　◆･･明治生まれの祖母の時代から、ドイツ人の賢明さを日本人は認めていました。残念ながら民度の違いを感じました。日本人は政府の言いなり、そのまま信じ込みます。この民度の低さが何にでも影響してきます。何事にもいい加減、寛容すぎます。倫理、宗教観、金銭感覚、戦後処理、すべてに言えます。憲法に照らし合わせ、主権を持つ民としての意識を取り戻し、ドイツの良さ、厳しさをまねて、今からでも･･･。日本人として情けなかったです。（上石原・鵜澤希伊子）


　◆･･ドイツの歴史やドイツ人の国民性、特に日常における特徴的な日本人との違いは興味深いものがありました。しかし、そこにばかり目が行ってしまうと、日本で脱原発は難しいと思ってしまいますが日本との共通点も多いと思います。ファッシズムに走ってしまった点もそうですが。（渋谷区　Ｔ・Ｓ）


　◆･･興味深かったです。もっと聴きたかったです。仕事で途中退席ですみません。（無記名）


　◆･･未来に向けて大切な問題だと思います。なるべく沢山の見識ある方々のお話を聞かせていただいて、今後の参考にさせていただくのが今のわたしの課題です。今日はドイツの話を聴きにきました。他の議論になるのはいかがなものかと思います。（匿名）


　◆･･三・一一福島原発事故以降のドイツ政府の対応が早いのに感心しました。四月四日には安全なエネルギー供給に関する倫理委員会を招集、五月三〇日には、一〇年以内に原子力から離脱できるという結論が報告されている。チェルノブイリ原発事故での危機意識の高まりがあったとしても、日本でも二回もの原爆投下という体験を持ちながら、原発電気をヌクヌクとつかってきた。脱原発の宣言がなされないとしたら、日本はどうなるのでしょう。･･･脱原発を願って。（世田谷区・こうこ）
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　昨年末から両院で憲法審査会が動き始めました。自民党や、平沼・石原新党、橋下新党などの動きも油断なりません。改憲動向は新たな局面を迎えています。


 さあ、再度、九条の会の出番です。





◆お話：大石 又七さん 第五福竜丸元乗組員


●日時：3月18日(日)13時半～


●場所：たづくり1001号室 ＜資料代300円＞





◆お話：高田　健さん 「九条の会」事務局


●日時：4月14日(土)13時～


●場所：あくろすホール１ ＜資料代300円＞


　たかだ･けん さんからのコメント





第七〇回例会


　　二〇一二年二月十八日
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